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令 和 ４ 年 度 事 業 報 告 書

１．一般概況

新型コロナウイルス流行の影響は収束に向かうように思われ、全国的にさまざまな興

業・各種大会・祭礼等が復活し、外国人観光客も徐々に戻りつつあるが予断は許されない

状況であった。また繰り返し実施された諸物価の値上がりにより我が国の一般消費財需要

は依然厳しい状況が継続した。

タオル業界については新型コロナウイルス流行の影響等により、法人需要の低迷と個人

消費の不振が続いていたが内需が若干持ち直した。しかしながらロシアによるウクライナ

侵攻等により原油高による副資材・経費が高騰し、綿糸価格の上昇などもありコスト面へ

の影響が大きかった。また一部の生産品については輸入品との競合にさらされている状況

に大きな変化は見られなかった。

国内生産量は令和２年度に２０％超の大幅な減産となり昨年度は１.７％の増産となっ

たが輸入量は約６.３％増加し、輸入浸透率は８２.５％となり増加傾向にある。

以上のようなタオル業界を取り巻く環境の中で諸事業を推進した。

２．事業報告

（１）検査事業

事業所数が微減傾向にあり、生産量が大幅な減産状況の中、検査の必要性を訴え需要

の喚起を図ったが、検査数量は令和３年度実績３,９８２千㎏に対して令和４年度実績

３,７６０千㎏で前年度対比５.６％の減少となった。

検査数量及び検査手数料

令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 前年度対比
項 目 構 成 比

検 査 数 量 検査手数料 検 査 数 量 検査手数料 （数量）

㎏ 円 ㎏ 円 % %

タ オ ル 3,861,798 5,792,706 3,658,118 6,133,222 -5.3 97.3

タオル製品 120,564 180,850 101,631 165,950 -15.7 2.7

そ の 他 0 0 0 0 - -

合 計 3,982,362 5,973,556 3,759,749 6,299,172 -5.6 100

(消費税込 6,929,089）
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（２）品質評価事業

① 試験鑑定業務は、令和３年度実績６０ ,３０４点に対して令和４年度実績

は、５４,９７５点で前年度対比８.８％減少、金額では８.４％の減少となった｡

今治タオル基準及び泉州こだわりタオルの試験需要やタオルの良さをアピールす

るためタオル特性やクレームの対象に関する試験需要が定着していたが新規製品数

の減少が前年度より継続し需要の回復には至らなかった。

ＩＳＯ９００１認証事業所として、今後更に品質の維持向上につとめ業務の拡大

をはかっていく。

試験鑑定点数及び試験手数料

令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 試験数の 試験点数
項 目

試験点数 試験手数料 試験点数 試験手数料 前年度対比 構 成 比

点 円 点 円 ％ ％
染 洗 濯 7,018 3,833,700 6,207 3,399,950 -11.6 11.3

色 摩 擦 13,392 4,111,200 12,059 3,686,150 -10.0 21.9

堅 汗 6,829 5,722,500 6,074 5,093,600 -11.1 11.0

牢 耐 光 6,993 6,733,700 6,278 6,091,200 -10.2 11.4

度 汗 耐 光 11 26,000 13 42,000 18.2 0.1

小 計 34,243 20,427,100 30,631 18,312,900 -10.5 55.7

引 張 強 さ 2,948 4,474,500 2,699 4,075,500 -8.4 4.9

破 裂 強 さ 1,524 1,526,400 1,424 1,424,600 -6.6 2.6

引 裂 強 さ 36 49,400 42 57,200 16.7 0.1

パ イ ル保 持 性 1,663 4,009,200 1,557 3,780,000 -6.4 2.8

吸 水 性 6,309 2,044,100 5,959 1,913,500 -5.5 10.8

脱 毛 率 1,828 2,389,400 1,645 2,151,500 -10.0 3.0

寸 法 変 化 率 1,716 2,279,300 1,569 2,055,700 -8.6 2.9

実 用 洗 濯 性 464 560,800 400 483,200 -13.8 0.7

ホルムアルデヒド 2,587 6,726,200 2,406 6,260,800 -7.0 4.4

繊 維 鑑 別 780 390,000 732 368,000 -6.2 1.3

そ の 他 6,206 9,938,737 5,911 9,325,460 -4.8 10.8

合 計 60,304 54,815,137 54,975 50,208,360 -8.8 100.0

(消費税込 55,229,196)
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証明書発行件数は令和３年度実績３ , ８７１件に対して令和４年度実績

３,５６４件と前年度対比７.９％減少した。

証明書発行件数及び証明手数料

令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 前年度対比
項 目

発 行 件 数 証明手数料 発 行 件 数 証明手数料 （件数）

件 円 件 円 ％
証 明 書 3,871 1,266,700 3,564 1,151,400 -7.9

(消費税込 1,266,540)

（３）産地企業の品質管理導入等への協力

タオル産地では、安心・安全・高品質を謳い、「今治タオル」「泉州タオル／泉州こ

だわりタオル／水とともに生きる」の産地ブランド事業を進めており、消費者の品質等

に対する認識の高まりもあり、これらに応えて品質管理、評価、表示について協力した。

（４）製品開発、品質改善及び各種統計に関する調査及び研究事業

①他団体との協力事業

(社)繊維評価技術協議会会員としてその事業に協力した。

②当検査協会の各検査所に持ち込まれた品質クレームを収集し、各検査所に配布し、

苦情再発防止のために活用した。

令和４年度の苦情持ち込み件数は、１７件（前年度１９件）であり、一般用タオ

ルが１６件（前年度１５件）、業務用タオルが１件（前年度４件）であった。苦情

内容を見ると１位が毛羽落ち５件、２位が変退色４件、３位がパイル抜け３件であ

り、この３項目で全体の７０.６％を占めている。

タオルの種類ごとの苦情持ち込み件数については、別紙１のとおりである。
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別紙１ 令和４年度 事 故 原 因 調 査 報 告 書
（単位：件数）

一 般 用 業 務 用 合 計

品 種 別
令

バ フ ス ハ ウ ハ ケ シ バ そ 小 バ フ ス ハ ウ ハ バ そ 小 バ フ ス ハ ウ ハ ケ シ バ そ 合 和

ェ ポ
ン

ォ ン
ッ ｜

ス
の

ェ ポ
ン

ォ ン ス
の

ェ ポ
ン

ォ ン
ッ ｜

ス
の ３

苦 情 内 容 イ ｜ ッ カ マ イ ｜ ッ カ マ イ ｜ ッ カ マ 年

ス ス ツ ド
シ

チ ト ツ ッ 他 計 ス ス ツ ド
シ

チ ッ 他 計 ス ス ツ ド
シ

チ ト ツ ッ 他 計 度ュ
ト

ュ
ト

ュ
ト

1 毛羽落ち 2 2 4 1 1 2 3 5 5

2 パイル抜け 1 1 1 3 0 1 1 1 3 1

3 破れ 1 1 2 0 1 1 2 2

4 変退色 1 3 4 0 1 3 4 2

5 タオルの同一性 0 0 0 0

6 生地のスリップ 0 0 0 0

7 汚染 0 0 0 0

8 耳巻き部分のほつれ 0 0 0 0

9 汚れ 1 1 0 1 1 5

10 吸水 0 0 0 4

11 湯が白濁 0 0 0 0

12 色泣き 0 0 0 0

13 ボーダー部分の収縮 0 0 0 0

14 ヘム部分の破れ、ほつれ 1 1 0 1 1 0

15 外観 1 1 0 1 1 0

16 引張り 0 0 0 0

17 耐洗たく 0 0 0 0

18 ピリング 0 0 0 0

19 縮み 0 0 0 0

20 ほつれ 0 0 0 0

21 付着物 0 0 0 0

22 その他 0 0 0 0

合 計 5 9 0 0 0 0 1 0 0 0 1 16 0 1 0 0 0 0 0 0 1 5 10 0 0 0 0 1 0 0 0 1 17 19

令 和 ３ 年 度 7 7 0 0 0 0 1 0 0 0 0 15 0 3 0 0 1 0 0 0 4 7 10 0 0 1 0 1 0 0 0 0 19

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル

マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
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③家庭用品品質表示法に基づく繊維の組成、取扱い絵表示に関する検査および表示業

務を行った。表示枚数は令和３年度実績７２,２０１千枚に対して令和４年度実績

７３,１９２千枚で前年度対比１.４％の微増となったが、昨年から続くコロナ渦に

よる需要の減少が依然として影響を及ぼし、大きな回復には至らなかった。

表示枚数

令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 前年度対比
項 目

表示枚数 表示枚数 （数量）

千枚 千枚 ％
タ オ ル 70,326 70,763 0.6

タオル製品 286 276 -3.5

そ の 他 1,589 2,153 35.5

合 計 72,201 73,192 1.4

令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 前年度対比
項 目

表示枚数 表示手数料 表示枚数 表示手数料 （数量）

千枚 円 千枚 円 ％
Ａ(協会合格表示) 1,586 2,687,970 1,594 2,862,677 0.5

Ｂ(協会名表示) 27,503 40,675,306 29,470 45,411,095 7.2

Ｃ(そ の 他) 43,112 40,823,185 42,128 45,376,462 -2.3

合 計 72,201 84,186,461 73,192 93,650,234 1.4

（注）ＡＢは一般会計(受取検査事業）Ｃは表示特別会計(受取表示事業）

（本年度消費税込 ＡＢ計 53,101,159 Ｃ 49,914,114 合計 103,015,273)

(５)タオル会館事業

タオル会館共有者である日本タオル工業組合連合会とともに１階～６階部分の賃貸

事業を実施した。

本年度は、建物附属設備の老朽化が原因の１階の分電盤主幹開閉器取替補修工事、

３階の照明器具更新工事、２階の換気扇取替工事他施行した。

また平成２８年８月から全館入室となっている。
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３．事業収入及び支出

（１）事業収入

事業収入は、予算額１８８ ,１７３千円に対して決算額１８４ ,５５１千円

で達成率９８.１％であった。

（２）事業支出

事業支出は、予算額１８７,６１９千円に対して決算額１８３,３８３千円であった。

１,１６８千円の利益となった。

４．一般業務

（１）役職員の増減

中四国検査所 技術職員１名減員

（２）人員構成表 別紙２

（３）事業所別人員配置表 別紙３

（４）会議の名称と開催年月日、開催場所

（イ）評議員会

年 月 日 開 催 場 所 主 な 議 案

4 . 6 . 2 1 中 四 国 検 査 所 １．令和３年度事業報告、決算書承認につい

（ＷＥＢ会議） て

２．任期満了に伴う監事２名の選任について

３．評議員選任について

（ロ）監査

4 . 5 . 2 6 中 四 国 検 査 所 １．令和３年度事業報告書、決算書について

（ＷＥＢ会議） （事前監査 4.5.11 中四国検査所）

（事前監査 4.5.19 大阪検査所）

（ハ）理事会

4 . 5 . 2 6 中 四 国 検 査 所 １．令和３年度事業報告書、決算書について

（ＷＥＢ会議） ２．令和４年度定時評議員会の日程について

5 . 3 . 1 8 中 四 国 検 査 所 １．令和５年度事業計画及び収支予算案につい

（ＷＥＢ会議） て
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２．令和４年度決算書等に関する監査及び令和

５年度第１回理事会開催日程について

（ニ）検査所内打ち合わせ会

・各検査所においては、毎月１回業務の合理化、及び能率の向上等について検

討するとともに検査、試験の判定について統一を図るべく打ち合わせを行った。

また、検査、試験の需要の拡大、充実に向けて意見交換を行い、さらに努力し

ていくことを確認した。

・中四国検査所においてＩＳＯマネージメントレビュー会議等を実施した。

（ホ）関係業界との懇談

理事長及び理事が分担して生産・販売業者と情報交換と検査協会の活用要請を

行い、新たなニーズ把握に努め今後の事業運営上の参考とした。

（今治タオルブランド商品認定事業審査委員会等への出席及び泉州こだわりタオ

ル委員会等への出席）

５．届出事項

項 目 届出年月日

令和３年度事業報告書及び決算書の提出について ４．６ ．２１
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別紙２ 人員構成表

項 目 令和３年度末 令和４年度末
性別 減 員 増 員

職 別 現 在 現 在

常 勤 男 ２ － － ２
理 事

役員 非常勤 男 １ － － １

監 事 非常勤 男 ２ － － ２

顧 問 非常勤 男 － － － －

技 術 職 員 男 ３ １ － ２

技 術 職 員 女 ３ － － ３

事 務 職 員 女 ２ － － ２

嘱 託 職 員 女 － － － －

パートタイマー 女 １ － １ ２

合 計 １４ １ １ １４

別紙３ 事業所別人員配置表 （令和４年度末現在）

事業所別
本 部 大阪検査所 中四国検査所 計

職 別

役 員 ２ １ ２ ５

顧 問 － － － －

技 術 職 員 － － ５ ５

事 務 職 員 － － ２ ２

嘱 託 － － － －

パ ー ト － － ２ ２

合 計 ２ １ １１ １４

注：本部の役員２名は監事である。

注：中四国検査所にて令和５年３月１５日付技術職員１名退職


